
地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

島
しまだ
田　敏

さとる
さん（海老ヶ島）

大勢の人に意見をいただくと
全く違った記事になり、市民
記者の楽しさを知りました。

戦
乱
の
出
城
「
海
老
ヶ
島
城
」

　
近
年
、
城
跡
巡
り
が
密
か
な
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
築
城
開
始
か
ら

今
年
で
５
６
０
年
目
と
な
る
明
野
地
区
の

海
老
ヶ
島
城
跡
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し

た
。
城
跡
内
に
立
地
す
る
新
善
光
寺
（
松

原
）
の
中な

か
む
ら村

正し
ょ
う
ど
う道

住
職
を
訪
ね
、
海
老
ヶ

島
城
の
歴
史
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

何
度
も
城
主
が
入
れ
替
わ
っ
た

奪
い
合
い
の
城

　
多
く
の
勢
力
が
領
地
を
奪
い
合
っ
て
い

た
戦
国
時
代
、
海
老
ヶ
島
城
は
、
結
城
氏

の
最
前
線
の
出
撃
拠
点(

出
城)

と
し
て

湿
地
帯
の
中
に
築
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
大

き
さ
は
現
在
の
東
松
原
、
西
松
原
地
区
の

大
半
が
入
る
ほ
ど
で
す
。「
現
在
は
、
往

時
を
し
の
ぶ
よ
う
な
建
物
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
掘ほ

り
わ
り割

が
残
っ
て
い
ま
す
。
境
内
西
側

に
堀
が
通
っ
て
い
て
、
土
塁
の
一
部
は
、

県
道
を
つ
く
る
際
に
埋
め
立
て
に
使
わ
れ

ま
し
た
」
と
中
村
住
職
。
築
城
後
は
、
度

重
な
る
城
の
争
奪
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

室
町
か
ら
令
和
へ

　

約
１
５
０
年
の
海
老
ヶ
島
城
の
歴
史

で
、
最
後
の
城
主
が
宍し

し
ど戸

義よ
し
な
が長

で
、
城
下

町
が
形
成
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。  

 
「
こ
こ
新
善
光
寺
も
、
東
の
守
り
の
龍
泉

院
と
共
に
西
の
浄
土
寺
と
し
て
、
宍
戸
義

長
の
入
城
に
と
も
な
っ
て
、宍
戸
城
下（
旧

友
部
町
）
か
ら
こ
の
地
に
移
さ
れ
ま
し

た
」
と
中
村
住
職
。
一
昨
年
、
西
松
原
自

治
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
歴
史

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
集
落
セ

ン
タ
ー
に
海
老
ヶ
島
城
の
絵
地
図
を
掲
示

し
ま
し
た
。

令
和
に
繋つ

な

が
る
歴
史
の
旅

取
材
を
終
え
て

　
海
老
ヶ
島
城
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、

小お

だ田
氏う

じ
は
る治

に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
氏
治
は

“
戦
国
最
弱
”
大
名
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、

城
を
何
度
も
奪
わ
れ
ま
し
た
が
、
家
臣
や

領
民
か
ら
大
変
慕
わ
れ
続
け
た
人
物
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
逸
話
と
し
て
、
氏
治

が
城
を
奪
わ
れ
る
と
領
民
は
一
斉
に
姿
を

消
し
、
再
び
氏
治
が
城
に
戻
る
と
領
民
は

氏
治
に
年
貢
を
納
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
氏
治
の
家
臣
「
平ひ
ら
つ
か塚

長な
が
の
ぶ信

」、
さ
ら

に
海
老
ヶ
島
城
を
守
る
た
め
氏
治
に
よ
っ

て
配
置
さ
れ
た
「
海
老
ヶ
島
七
騎
」
な
ど

ま
だ
ま
だ
掘
り
下
げ
た
い
人
物
や
出
来
事

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
善
光
寺
が
明
治

時
代
に
小
学
校
の
校
舎
と
し
て
活
用
さ

れ
、
大
村
小
学
校
の
前
身
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
宍
戸
義
長
の
入
城
と
城
下
町

整
備
が
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
繋つ

な
が
っ

て
い
っ
た
こ
と
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、城
跡
の
多
く
は
、民
地
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、探
索
の
際
は
、

許
可
な
く
他
人
の
土
地
に
入
る
こ
と
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

海老ヶ島城の歴史
室町時代

安土桃山時代

1569 上杉謙信が小田家を破り、
宍戸義長が城主となり、弟、
義利（海老ヶ島新左衛門）
を配置する。

1592 宍戸義長が入城。城下町を
整備。

1602 関ヶ原の戦いのあと、佐竹
家が出羽秋田へ転封により
廃城。

1559 小田家は再度、結城晴朝の
結城家を攻めるが平塚は討
死し、結城家の領地になる。

結 
城 
家

1546 宍戸道綱が海老ヶ島城を攻
略、小田家の所領となり、
小田六騎の一人平塚長信が
城将として配置される。

小 

田 

家

1556 結城家との第一次山王堂の
戦いで小田家撤退するも、
同年に復帰し、再び平塚長
信が城主になる。

結 

城 

家
小 

田 

家

1560 小田家は佐竹氏・宇都宮氏
と結城家を攻撃し、平塚大
輔が城主になる。

小 

田 

家

佐
　
竹
　
家

1461 結城成朝により築城開始。
結 

城 

家1467 海老原輝明（結城成朝の子）
が初代城主となる。

新善光寺に残る「宍戸家家系図」
や「新善光寺の由来と謎」など

新善光寺周辺の地図

新善光寺の中村住職

集落センターにある絵地図

新善光寺上空ドローン

画像

新善光寺

新善光寺龍泉院 龍泉院

明野支所明野公民館

下妻 つくば

桜川

下館

あけの元気館
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海老ヶ島城跡付近から筑波山を望む
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